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保健文化賞に輝く

大阪府衛生婦人奉仕会

衛婦誕生のいきさつ

第 2次批界大戦によって，わが国の公衆衛生思想は

極度に低下し，衛生閃係施設もまた著るしく老朽化し

てしまった。

戦後，国民の公衆衛生に対する関心も次第に高ま

り，叫和24年には「蚊とハ工をなくする迎動」あるい

は「母子衛生活動」を中心とした地区組織活動が各地

ではじまり，全面的にひろがっていった。

このようなとき大阪府では，昭和25年に吹田封：子の

会，豊中低子の会が家庭の主姉の手で発足したのを手

はじめに池田市，箕面市と次々に府下の市町村に地区

組織が生まれ，身近かな衛生問題等を取り上げて実践

活動を屎開しだした。

大阪府衛生婦人奉仕会は， 昭和29年9月当時府下

127市町村ごとに組襟されていた地区組織が母体とな

って涎生した。

以来「健康な家庭と明る＜盟かな大阪を主婦の手

で」を合言葉に公衆衛生の各分野にわたって実践活動

を展開してきたが，さらに，組織の強化発展を廊っ

て昭和40年4月 1日法人に組織替えをし，社団法

人大阪府衛生婦人な仕会を設立した。会員15万名，地

域保健所および市町村衛生部局と緊密な連繋をとりつ

つ公衆衛Llの改善向上を図っている。

・実践活動の歴史

昭和29年の設立当時には主婦の立場から家族計画の

普及，受胎濶節の指羽等といった活勁から出発した

が，昭和31年には結核予防，寄生虫予防，食生活改善

等の活動を加え，さらに，昭和32年には， 「蚊とハエ

のいない実践活動」ならびにゴミ減屈運動等の深境改

善問題を取り上げ実践活動を強力に推進し，今日もな

お継続実施している。

昭和36年「小児マヒ」の流行のときは，ゴキプリ挨

滅実践活動を展測し，大きな ~/J果を上げたことはご存

知U)とおり。

以上のように初歩の公衆衛生活動から出発して年と

共に高度化，広域化し，最近は，成人病予防，梢神衛

生事業等に協力し．とくに婦人ガン検診では早期発

見，治旅につとめ地区住民から砥謝されている。

本年度は，性病流行の現状から性病予防を加え目下

箱々と事業計画が進められつつある。

•主婦の手に握りしめられた保健文化章

以上のように， 10年余の歴史がみのり昨年8月第18

回保健文化直を受‘且した。

受且0)業紐には「大都市における主婦を会具とした

地区組織で総合的な公衆椅:J'~I:_活動の展開」と記載され

ている。

術婦活』りv)歴史とその実納をみれは，当然の受1団と

もしヽえろが保健文化nを加こ」梵った会且の白さは大き
かった。

長年の苦労が栄凸ある保健文化:n受nという形で盃j
く評価された密びと共に「1イ胃と希望が与えられたので

ある。

しかし．手離しで：匂ぷことはできなし、。糾織が大き

いだけに内部に入るとまた，それなりの悩みも多い。

うつりかわろ社会情勢と公衆衛生の質的，構造((、]な変

化はこれからも組縦活動に課せられる問題は限りなく

続くことであろう c

世紀の万国博豆会も 3年後に迫り，全国注視の中で

主婦による公衆衛生ボランティア団体｀衛婦、の今後

の活動は大いに期待される。
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